
◎書　評

221──書評　王柳蘭著　越境を生きる雲南系ムスリム

　
本
書
は
、
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
華
人
の
文

化
人
類
学
者
、
王
柳
蘭
が
北
タ
イ
で
雲
南
出
身

の
華
人
、
そ
れ
も
ム
ス
リ
ム
の
移
住
の
歴
史
、

口
述
史
、
生
活
実
態
、
宗
教
生
活
、
ホ
ス
ト
社

会
や
そ
の
他
の
社
会
に
向
け
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
あ
り
か
た
を
ま
と
め
た
研
究
で
あ
る
。
王

は
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
、
一
八

カ
月
の
長
期
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
含
む
調
査

を
北
タ
イ
と
雲
南
省
で
行
い
、
そ
の
後
二
〇
〇

九
年
ま
で
の
北
タ
イ
で
の
断
続
的
調
査
を
行
っ

た
。
最
初
、
民
族
植
物
学
的
調
査
に
出
か
け
た

フ
ィ
ー
ル
ド
で
王
が
偶
然
出
会
っ
た
の
は
雲
南

出
身
の
ム
ス
リ
ム
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

あ
っ
た
。
親
交
を
重
ね
る
中
で
、
王
は
多
く
の

雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
話
を
き
き
、
そ
の
人
々
の

尊
厳
を
か
け
た
生
き
方
を
記
録
す
る
こ
と
を
決

意
す
る
。
数
は
少
な
い
し
政
治
的
影
響
力
も
ほ

と
ん
ど
な
い
。
そ
の
よ
う
な
「
小
さ
な
民
」
を

あ
る
国
家
や
社
会
は
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
自
ら
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
そ
の

「
小
さ
な
民
」
は
ど
の
よ
う
に
保
と
う
と
し
て

い
る
の
か
は
、
文
化
人
類
学
は
も
と
よ
り
政
治

的
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
、
そ
れ
が
複
数

の
国
家
社
会
に
跨
っ
て
住
む
民
で
あ
れ
ば
な
お
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さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
い
っ
て
、
タ
イ
の
潮
州
系
・
福
建

系
華
僑
・
華
人
研
究
に
は
先
行
研
究
が
多
く
あ

る
。
し
か
し
、
北
タ
イ
の
華
僑
・
華
人
研
究
に

は
蓄
積
が
少
な
く
、
さ
ら
に
北
タ
イ
の
華
僑
・

華
人
の
一
部
で
あ
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
関
し

て
綿
密
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
調
査

研
究
は
今
永
清
二
の
い
く
つ
か
の
仕
事
を
除
き

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
書

は
画
期
的
な
業
績
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

王
が
調
査
を
し
た
時
期
は
タ
イ
と
中
国
が
経
済

成
長
を
成
し
遂
げ
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
ヒ
ト
、
情

報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
時

期
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
王
が
描
き
出
す
の

は
、「
小
さ
な
民
」
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
の
事
情
に
翻
弄
さ
れ
る
だ
け
の
脆
弱
な
存

在
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
様
々

な
事
例
だ
。
あ
る
も
の
は
時
代
の
波
に
抗
い
、

あ
る
も
の
は
棹
差
し
、
ホ
ス
ト
社
会
や
国
際
社

会
の
政
治
・
経
済
体
制
と
折
り
合
い
を
つ
け
交

渉
し
な
が
ら
、
自
ら
の
生
き
残
り
戦
略
を
立
て

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
視
点

に
立
っ
て
地
域
を
み
る
、
歴
史
を
み
る
、
国
際

社
会
と
の
連
環
を
み
る
、
と
い
う
複
眼
的
な
視

点
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
流

動
化
す
る
社
会
に
お
い
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ビ
ル
マ
／

タ
イ
国
境
地
帯
に
住
む
雲
南
出
身
の
華
人
に
つ

い
て
概
説
し
て
み
よ
う
。
中
国
は
東
西
南
北
に

隣
国
と
長
い
国
境
を
接
し
て
い
る
が
、
冷
戦
時

代
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
は
北

方
・
西
方
の
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
と
の
蜜
月
か
ら

対
立
へ
至
る
国
際
関
係
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

西
南
部
の
雲
南
の
ビ
ル
マ
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
国

境
地
帯
に
お
け
る
国
民
党
軍
の
残
党
の
反
共
闘

争
は
相
対
的
に
メ
デ
ィ
ア
や
研
究
者
に
よ
っ
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に

思
え
る
。
情
報
の
欠
落
の
風
穴
を
開
け
た
の

が
、
一
九
九
五
年
の
歌
手
テ
レ
サ
・
テ
ン
の
タ

イ
、
チ
ェ
ン
マ
イ
で
の
客
死
で
あ
っ
た
。
彼
女

は
北
タ
イ
の
国
民
党
軍
の
残
党
を
慰
問
に
行
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
怪
情

報
が
乱
れ
飛
ん
だ
が
、
そ
の
噂
も
い
つ
し
か
消

え
、
多
く
の
人
々
の
記
憶
か
ら
北
タ
イ
の
国
民

党
軍
と
そ
の
子
孫
の
存
在
は
忘
れ
去
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
冷
戦
が
終
結
し
、
天
安
門

事
件
を
経
て
中
国
が
世
界
に
眼
を
向
け
た
急
速

な
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
る
時
期
と
ほ
ぼ
期
を

同
じ
く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
冷
戦
が
終
わ
っ

て
も
北
タ
イ
の
国
民
党
軍
の
残
党
、
子
孫
、
そ

し
て
政
治
・
経
済
的
理
由
か
ら
故
郷
中
国
を
後

に
し
た
華
人
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
で

も
漢
語
を
話
し
、
出
身
地
雲
南
の
習
慣
を
保
持

し
て
生
き
て
い
る
。
彼
ら
を
雲
南
系
華
人
と
呼

ん
で
お
こ
う
。
雲
南
系
華
人
は
タ
イ
で
は
か
つ

て
法
的
管
理
上
、
ホ
ー
あ
る
い
は
チ
ー
ン
・

ホ
ー
と
総
称
さ
れ
た
。
現
在
、
雲
南
系
華
人
は

法
的
に
は
無
国
籍
者
、
中
華
民
国
国
籍
保
持

者
、
タ
イ
国
籍
保
持
者
と
大
き
く
三
分
さ
れ

る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
み
る

と
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
に
二
分
さ
れ
る
。

北
タ
イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
人
口
は
一
万
か

ら
二
万
と
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
表
題
の
「
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
」
に

つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
こ
う
。
雲
南
省
は
中

国
の
西
南
に
位
置
し
て
い
る
内
陸
省
で
あ
る
。

南
詔
国
（
七
世
紀
半
ば
〜
一
〇
世
紀
初
）、
大

理
国
（
一
〇
世
紀
初
〜
一
二
五
四
年
）
を
経

て
、
元
の
フ
ビ
ラ
イ
の
時
代
に
中
国
の
版
図
に

取
り
込
ま
れ
た
。
雲
南
を
統
治
し
た
の
は
中
央
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ア
ジ
ア
の
ブ
ハ
ー
ラ
ー
出
身
の
ム
ス
リ
ム
、
サ

イ
イ
ド
・
ア
ジ
ャ
ッ
ル
・
シ
ャ
ム
ス
・
ウ
ッ

デ
ィ
ー
ン
（
中
国
名
で
賽
典
赤
・
贍
思
丁
）

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
七
〇
〇
年
あ
ま
り
た
つ

が
、
今
で
も
雲
南
の
ム
ス
リ
ム
は
モ
ン
ゴ
ル
時

代
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
移
住
し
た
も
の
を
祖
先

と
す
る
も
の
が
多
い
。

　
彼
ら
の
存
在
を
世
に
知
ら
し
め
た
の
は
、
一

九
世
紀
半
ば
の
雲
南
回
民
起
義
（
叛
乱
）
で
あ

る
（
回
民
と
は
一
般
に
漢
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム

を
指
す
）。
清
朝
に
徹
底
抗
戦
を
し
た
ム
ス
リ

ム
指
導
者
杜
文
秀
ら
で
あ
る
が
、
結
局
平
定
さ

れ
、
ム
ス
リ
ム
は
殺
戮
、
奴
隷
化
、
土
地
没
収

な
ど
の
憂
き
目
に
会
う
。
一
部
は
ビ
ル
マ
や
タ

イ
に
逃
亡
し
た
。
ち
な
み
に
、
当
時
英
国
領
の

ビ
ル
マ
と
の
交
易
が
二
十
年
近
く
に
わ
た
る
雲

南
回
民
起
義
を
支
え
た
と
も
言
わ
れ
る
。

　
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
、
雲
南
に
隣

接
す
る
ビ
ル
マ
は
英
国
の
植
民
地
に
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
と
な
っ
て
い
た
。

税
関
や
滇
越
鉄
道
の
設
立
に
よ
っ
て
昆
明
が
中

国
と
世
界
を
結
ぶ
貿
易
拠
点
に
な
っ
た
。
峻
嶮

な
山
岳
地
帯
に
囲
ま
れ
た
雲
南
は
に
わ
か
に
交

易
の
要
衝
と
な
っ
た
。
そ
の
主
役
が
、
清
朝
の

殺
戮
・
弾
圧
の
嵐
を
生
き
抜
い
た
雲
南
ム
ス
リ

ム
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
ラ
バ
や
馬
を
連
ね
た
馬

幇
と
よ
ば
れ
る
隊
商
を
率
い
数
カ
月
の
越
境
交

易
の
旅
に
出
た
。
雲
南
の
物
資
を
運
び
、
そ
れ

を
国
境
地
帯
の
山
地
民
に
売
る
。
売
っ
た
資
金

で
ビ
ル
マ
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
の
物
資
を
買
っ
て

運
び
、
雲
南
で
売
り
さ
ば
く
の
で
あ
る
。
雲
南

か
ら
ビ
ル
マ
・
ラ
オ
ス
・
タ
イ
に
運
ば
れ
た
の

は
タ
バ
コ
、
茶
、
布
、
コ
メ
、
鉄
・
銅
・
鉛
、
銅

鍋
や
錫
鍋
な
ど
、
逆
に
雲
南
に
運
ば
れ
た
の
は

禁
制
品
の
ア
ヘ
ン
、
サ
イ
の
皮
、
鹿
茸
（
ロ
ク

ジ
ョ
ウ
：
鹿
の
角
）
な
ど
森
の
産
品
、
象
牙
、

宝
石
や
翡
翠
な
ど
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て

国
境
の
山
岳
地
帯
は
、
情
報
交
換
の
場
、
旅
の

休
息
を
得
る
場
な
ど
で
あ
っ
た
。
険
し
い
山

道
、
南
方
特
有
の
病
気
、
盗
賊
と
い
っ
た
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
の
馬
幇
交
易
は
そ
の
リ
ス
ク
ゆ

え
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
富
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
下
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け

て
、
北
タ
イ
で
交
易
拠
点
や
そ
の
ル
ー
ト
上
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
き
た
。
ム
ス
リ
ム

と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
が
モ
ス
ク
で

あ
る
。
チ
ェ
ン
マ
イ
県
に
は
二
〇
世
紀
前
半
ま

で
に
建
て
ら
れ
た
モ
ス
ク
が
三
カ
所
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
二
カ
所
の
設
立
に
雲
南
系
ム
ス
リ
ム

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
彼
ら
の
移
民
と

宗
教
活
動
の
歴
史
が
分
か
ろ
う
。

　
こ
の
様
相
を
一
変
さ
せ
る
の
が
、
国
共
内
戦

と
冷
戦
と
い
う
政
治
状
況
で
あ
る
。
ま
ず
、

ビ
ル
マ
／
雲
南
国
境
で
の
戦
闘
で
国
民
党
軍

は
い
っ
た
ん
敗
退
す
る
。
し
か
し
、「
大
陸
反

攻
」
の
掛
け
声
の
も
と
、
ビ
ル
マ
を
拠
点
に
一

九
五
〇
年
ご
ろ
か
ら
国
民
党
は
「
雲
南
省
反
共

抗
俄
大
学
」
を
つ
く
り
「
雲
南
反
共
救
国
軍
」

を
組
織
し
た
。
雲
南
出
身
の
漢
人
、
ム
ス
リ
ム

の
み
な
ら
ず
ビ
ル
マ
の
山
岳
民
族
も
含
ま
れ
た

雑
多
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
か
ら
な
る
こ
の
軍
組
織

は
一
九
五
二
年
に
一
万
二
〇
〇
〇
人
に
ま
で
膨

れ
上
が
り
、
戦
闘
訓
練
や
戦
闘
行
為
を
繰
り
返

し
た
。
し
か
し
、
国
民
党
軍
は
一
九
五
三
年
と

一
九
六
一
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
ビ
ル
マ
か
ら

の
国
外
退
去
を
国
連
か
ら
命
じ
ら
れ
る
。
国
民

党
軍
は
雲
南
出
身
の
漢
人
が
多
か
っ
た
が
雲
南

系
ム
ス
リ
ム
も
そ
の
残
兵
や
移
民
／
難
民
の
中

に
含
ま
れ
て
い
た
。
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
様
々

な
事
情
を
抱
え
て
タ
イ
に
移
っ
た
。
あ
る
も
の

は
積
極
的
に
国
民
党
軍
に
参
加
し
、
あ
る
も
の
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は
、
た
ま
た
ま
ビ
ル
マ
滞
在
中
に
国
民
党
の
隊

伍
に
強
制
的
に
組
み
込
ま
れ
、
国
民
党
軍
に
複

雑
な
感
情
を
抱
い
て
い
た
。
あ
る
も
の
は
、
資

産
家
や
地
主
に
対
す
る
「
共
産
党
の
恐
怖
政

治
」
を
伝
え
聞
い
た
り
体
験
し
た
り
し
て
、
一

九
四
六
、七
年
ご
ろ
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て

命
か
ら
が
ら
国
境
を
越
え
ビ
ル
マ
に
逃
げ
込

み
、
そ
の
後
北
タ
イ
に
移
っ
た
。
か
つ
て
開
い

て
い
た
中
国
／
ビ
ル
マ
・
タ
イ
国
境
は
厳
し
く

閉
ざ
さ
れ
、
雲
南
系
の
人
々
は
雲
南
に
残
し
た

家
族
や
友
人
に
会
え
ぬ
ど
こ
ろ
か
消
息
も
聞
け

な
い
、
そ
ん
な
状
況
が
改
革
開
放
の
発
動
ま
で

続
い
た
。

　
そ
ん
な
冷
戦
の
状
況
下
、
ム
ス
リ
ム
は
雲
南

系
漢
人
主
体
の
国
民
党
軍
と
と
も
に
「
難
民

村
」
を
北
タ
イ
の
国
境
地
帯
に
形
成
し
た
。
度

重
な
る
戦
闘
と
移
住
の
果
て
に
安
住
の
地
を
見

出
し
た
の
だ
。
難
民
村
は
九
〇
カ
所
以
上
あ
る

と
い
う
。
雲
南
系
漢
人
と
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が

混
住
し
て
い
る
村
も
数
多
い
。
雲
南
系
ム
ス
リ

ム
は
、
雲
南
系
漢
人
と
政
治
的
、
経
済
的
、
文

化
的
協
力
関
係
を
保
っ
て
異
郷
暮
ら
し
の
困
難

を
克
服
し
て
き
た
。

　
例
え
ば
、
国
民
党
の
支
配
す
る
台
湾
か
ら
支

援
を
受
け
、
中
華
学
校
の
建
設
、
住
居
改
良
、

水
道
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
さ
れ

た
。
中
華
学
校
で
は
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
と
雲
南

系
漢
人
の
二
世
、
三
世
が
台
湾
か
ら
送
ら
れ
た

教
科
書
で
漢
語
の
勉
強
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

両
者
は
共
同
し
て
雲
南
会
館
と
い
う
同
郷
組
織

を
管
理
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
組
織
は
、
台
湾

と
の
パ
イ
プ
を
つ
な
ぐ
と
と
も
に
北
タ
イ
各
地

に
散
在
す
る
「
難
民
村
」
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

　
一
方
、
都
市
化
の
波
は
北
タ
イ
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
い
。
例
え
ば
北
タ
イ
の
中
心
都
市

チ
ェ
ン
マ
イ
市
の
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
の

周
辺
に
は
、
二
〇
世
紀
後
半
以
後
「
難
民
村
」

か
ら
再
移
住
し
た
も
の
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
こ
こ
は
北
タ
イ
最
大
の
雲
南

系
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
た
。
彼

ら
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
ハ
ラ
ー
ル
食
品
店
や
イ

ス
ラ
ー
ム
宗
教
学
校
も
作
ら
れ
た
。
例
え
ば
一

九
七
二
年
に
チ
ェ
ン
マ
イ
市
に
創
建
さ
れ
た
宗

教
学
校
の
ア
ッ
タ
カ
ワ
ー
（
敬
真
）
学
校
が
あ

る
。
こ
の
学
校
は
、
二
〇
世
紀
後
半
以
後
に
中

国
共
産
党
支
配
下
の
雲
南
か
ら
逃
れ
て
き
た
ひ

と
り
の
ム
ス
リ
ム
の
多
額
の
献
金
を
中
心
と
し

て
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
、
海
外
の
ム
ス
リ
ム
が
共

同
で
作
り
上
げ
た
。
現
在
は
雲
南
系
ム
ス
リ
ム

の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
系
ム
ス
リ

ム
も
中
東
諸
国
へ
の
留
学
を
目
指
し
て
熱
心
に

勉
強
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
言
語
で

あ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
を
ま
ず
習
得
し
、
ク
ル
ア
ー

ン
の
内
容
を
理
解
し
実
践
す
る
と
い
う
の
は
ム

ス
リ
ム
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
か

ら
だ
。
留
学
経
験
の
あ
る
学
生
は
中
東
発
の
新

た
な
宗
教
知
識
を
北
タ
イ
に
も
た
ら
し
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
北
タ
イ
の
宗
教
学
校
に
寄
付

が
送
ら
れ
、
女
性
教
育
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
国
境
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
越
え
た
イ
ス
ラ
ー

ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
最
近
に
な
っ
て
活
性
化

し
て
い
る
が
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
自
ら
の
雲

南
出
身
者
で
あ
る
と
い
う
ル
ー
ツ
を
大
事
に
し

て
い
る
。
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
第
一
に
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
モ
ス
ク
に

は
ア
ラ
ビ
ア
語
、
タ
イ
語
、
漢
語
の
三
つ
の
名

前
が
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
精
神
的
中
核
た
る
宗
教
指
導
者
（
イ
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マ
ー
ム
）
は
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
伝
統
的
に
受

け
継
い
で
き
た
こ
と
。
第
三
に
、
金
曜
礼
拝
で

は
宗
教
指
導
者
は
タ
イ
語
と
漢
語
で
説
教
す
る

こ
と
。
第
四
に
、
改
革
開
放
以
後
、
北
タ
イ
の

雲
南
系
ム
ス
リ
ム
と
中
国
の
雲
南
の
ム
ス
リ
ム

（
回
族
）
と
の
交
流
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
こ

と
。
人
的
交
流
や
情
報
の
交
換
が
進
め
ら
れ
、

中
に
は
北
タ
イ
か
ら
雲
南
の
モ
ス
ク
や
宗
教
学

校
へ
巨
額
の
寄
進
を
す
る
も
の
も
で
て
き
た
。

改
革
開
放
前
に
吹
き
荒
れ
た
社
会
主
義
政
権
下

の
宗
教
弾
圧
の
た
め
に
出
身
地
雲
南
で
イ
ス

ラ
ー
ム
が
衰
退
し
た
の
を
見
か
ね
て
の
こ
と
で

あ
る
。
寄
進
は
善
行
と
し
て
世
間
的
に
褒
め
称

え
ら
れ
る
も
の
だ
し
、
当
人
も
善
行
を
す
れ
ば

天
国
に
い
け
る
と
信
じ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ッ

カ
巡
礼
で
は
、
雲
南
の
ム
ス
リ
ム
が
「
探
親
」

と
称
し
て
い
っ
た
ん
ビ
ル
マ
や
北
タ
イ
に
出
国

し
て
か
ら
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
と
合
同
で
巡
礼
を

し
た
と
い
う
時
期
も
あ
っ
た
。
国
境
を
越
え
た

宗
教
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
着
実
に
再
生
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
親
子
、
兄
弟
、
姉

妹
、
お
じ
お
ば
と
い
っ
た
親
族
が
無
理
や
り
国

境
に
阻
ま
れ
て
分
断
さ
れ
住
む
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
の
が
冷
戦
時
代
で
あ
っ
た
の
だ

か
ら
、
そ
の
時
代
が
過
ぎ
れ
ば
交
流
が
再
開
さ

れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
交
流
を
円
滑

に
す
る
た
め
に
、
雲
南
の
地
方
官
吏
と
の
人
間

関
係
の
構
築
に
彼
ら
が
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
タ
イ
に
住
み
、
タ
イ
語
を
話
し
な
が
ら
、
中

国
へ
の
文
化
的
帰
属
意
識
を
も
ち
、
漢
語
を
維

持
し
よ
う
と
し
、
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
意
識
を

も
つ
。
そ
の
た
め
に
ア
ラ
ビ
ア
語
も
勉
強
す

る
。
こ
れ
で
言
語
は
三
つ
習
得
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
雲
南
の
イ
ス
ラ
ー
ム
や
雲
南

に
残
し
て
き
た
家
族
に
深
い
思
い
い
れ
が
あ
る

と
同
時
に
、
中
東
で
主
流
の
イ
ス
ラ
ー
ム
解
釈

の
動
向
に
も
、
ま
た
肌
や
言
語
が
違
う
南
ア
ジ

ア
の
ム
ス
リ
ム
の
動
き
か
ら
も
眼
が
離
せ
な
い

雲
南
系
ム
ス
リ
ム
た
ち
。
政
治
的
、
経
済
的
、

宗
教
文
化
的
、
あ
る
い
は
言
語
的
な
要
因
が
彼

ら
の
生
き
方
を
規
定
し
て
い
く
。

　
評
者
は
数
年
前
、
台
湾
の
台
北
モ
ス
ク
を
訪

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
の
イ
マ
ー
ム
は
ビ
ル

マ
出
身
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
だ
っ
た
。
き
け

ば
、
台
湾
で
は
イ
マ
ー
ム
の
育
成
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
台
湾
に
は
一
万
人
前
後

の
ム
ス
リ
ム
（
回
民
と
い
う
）
が
い
る
と
さ
れ

る
が
、
子
ど
も
た
ち
は
今
や
普
通
の
大
学
に
行

く
よ
う
に
な
り
、
宗
教
を
専
門
に
勉
強
で
き
る

イ
マ
ー
ム
を
養
成
す
る
よ
う
な
教
育
環
境
が
な

い
か
ら
だ
と
い
う
。
ア
ラ
ビ
ア
語
を
使
っ
た
宗

教
知
識
が
あ
っ
て
な
お
か
つ
漢
語
が
話
せ
、
台

湾
に
と
っ
て
政
治
的
に
も
問
題
が
な
い
イ
マ
ー

ム
は
皮
肉
な
こ
と
に
東
南
ア
ジ
ア
の
雲
南
系
ム

ス
リ
ム
の
間
に
し
か
見
つ
か
ら
な
い
。
雲
南
系

の
イ
マ
ー
ム
の
招
聘
な
し
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
維
持
で
き
な
い
台
湾
の
ム
ス
リ
ム
の
姿
が
そ

こ
に
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
興
味
深

か
っ
た
の
は
、
台
北
モ
ス
ク
の
金
曜
礼
拝
で

相
当
数
が
中
東
・
南
イ
ン
ド
出
身
者
で
占
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
経
済
大
国
は
ど
こ

で
も
外
国
人
を
ひ
き
つ
け
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
、

ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
の
地
の
出
身
の
ム
ス

リ
ム
が
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
イ
マ
ー
ム
の
説
教

を
聴
い
て
い
る
と
い
う
台
北
の
現
実
は
、
ア
ジ

ア
の
冷
戦
の
産
物
で
あ
っ
た
大
陸
／
台
湾
の
分

断
、
大
陸
／
東
南
ア
ジ
ア
の
雲
南
系
華
人
と

い
っ
た
二
項
対
立
の
図
式
が
塗
り
替
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
を
は
し
な
く
も
物
語
っ
て
い
る
。

現
在
、
姿
が
み
え
る
の
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
市
場
経
済
化
と
と
も
に
世
界
の
ム
ス
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リ
ム
を
結
ぶ
宗
教
的
紐
帯
で
あ
る
。
そ
し
て
、

本
書
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と

が
中
華
人
民
共
和
国
の
沿
海
部
大
都
市
で
形
成

さ
れ
つ
つ
あ
る
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

も
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
中
国
国
内
か
ら
の
出
稼

ぎ
ム
ス
リ
ム
と
海
外
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
求
め
て
中
国
に
や
っ
て
き
た
ム
ス
リ
ム
が
出

会
っ
て
、
大
き
な
イ
ス
ラ
ー
ム
潮
流
が
生
ま
れ

て
い
る
の
だ
。

　
本
書
は
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
と
い
う
「
小
さ
な

民
」
の
生
き
方
を
膨
大
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
文

献
の
裏
づ
け
で
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
華

人
民
共
和
国
の
正
史
に
も
中
華
民
国
の
正
史
に

も
タ
イ
の
正
史
に
も
、
あ
る
い
は
「
イ
ス
ラ
ー

ム
史
」
と
い
う
正
史
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
こ
に

も
載
ら
な
か
っ
た
人
々
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て

い
る
。「
国
民
の
公
的
な
歴
史
」
か
ら
こ
ぼ
れ

た
よ
う
な
「
小
さ
な
民
」
の
生
き
方
に
魅
了
さ

れ
た
王
柳
蘭
の
よ
う
な
外
部
の
も
の
に
し
か
描

け
な
か
っ
た
人
間
集
団
の
真
実
が
そ
こ
に
は
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
で
そ
の
「
小
さ
な
民
」

の
す
べ
て
が
描
き
き
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
女
性
（
ム
ス
リ
マ
）
の
声
、
豊
か
な
台
湾

に
行
っ
た
も
の
の
声
、
雲
南
の
ム
ス
リ
ム
が
北

タ
イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
へ
投
げ
か
け
る
ま
な

ざ
し
な
ど
、
も
う
少
し
書
き
足
し
て
ほ
し
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
次
の
課
題
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

　
不
便
な
土
地
に
あ
る「
難
民
村
」は
人
口
が
都

市
に
移
動
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
緩
慢
に

解
体
し
て
い
く
運
命
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
雲
南
系
で
な
お
か
つ
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と

い
う
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
人
々
の
誇
り
は
、
タ

イ
国
籍
を
持
っ
て
も
、
タ
イ
語
が
母
語
と
な
っ

て
い
っ
て
も
廃
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
印

象
を
本
書
か
ら
は
受
け
た
。
彼
ら
は
か
つ
て
雲

南
／
ビ
ル
マ
・
北
タ
イ
国
境
を
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
越
え
た
。
一
時
的
に
国
境
が
閉
ざ
さ
れ
た

が
、
そ
れ
が
開
け
ら
れ
た
現
在
、
彼
ら
が
主
体

的
に
生
き
る
空
間
は
東
南
ア
ジ
ア
は
言
う
に
及

ば
ず
中
東
や
南
イ
ン
ド
、
東
ア
ジ
ア
に
拡
大
し

て
い
る
。
そ
の
多
様
性
・
広
域
性
と
雲
南
系
ム

ス
リ
ム
で
あ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

あ
り
方
の
折
り
合
い
は
ど
の
あ
た
り
に
つ
く
の

だ
ろ
う
か
。
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。


